
 

 

Ⅰ Ⅰ．次代を担うこどもをみんなで大切に育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ Ⅱ．生涯にわたって学び続ける市民を応援する 
 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ Ⅲ．「ふるさとみよし」を創る市民を育てる  

楽しい学校、行きたくなる学校づくり                  多様性を認め誰もが活躍できる学校・場づくり 
○学ぶ楽しさを実感し生きる力を育む授業づくりを支援              ○こどもが主体となって活躍できる学校・社会づくり 
○自他の良さに気づき仲間とのつながりを生む授業の実現              ・こども主体の学校運営、地域貢献活動の促進 ・「市こども計画」に基づいた学校運営 
 ・校内研修の充実のための大学連携 ・体験的な学習（授業・行事）推進     ○個に応じた支援のさらなる充実  
・主体的な教員研修体制の充実   ・日常的な授業力向上支援          ・関係機関やこども未来部、福祉部等との連携による切れ目ない支援 

○不登校等の不適応、自殺、学級の荒れの防止                   ・特別支援教育、国際理解教育、日本語指導の体制整備 
 ・小学校低学年の学年担任加配 ・悩み相談アプリ活用（中 3）         ○グローバルシチズンシップに基づいた人権教育・道徳教育の充実 
・校内フリースクール体制充実（小中学校）・全小中学生対象の Hyper-QU 活用  ○こどもの人権と発達支援に配慮した生徒指導の推進 
・幼保小間の移行期カリキュラム開発・活用 ・専門機関による支援の活用促進   ・生徒指導提要に基づく学校生徒指導指針の見直し  ・こども相談窓口教員の指名 

                                        ・「誰も傷つかない トラブルに巻き込まれない～９つの提案～」の実施 
学習環境の整備                                   
○学校施設・設備の整備  ・FCR試行（中部小）  ・学校施設整備計画指針の見直し（令和日本型学校教育対応への配慮） ・大規模改修、教室の照明設備 LED化（3 校） 
○相談体制のさらなる充実 ・専門相談員相談配置（月～金の終日相談）・教育支援センター機能強化（SSW増員、ハートケア教育サポーター、SL の活用） 

今日的課題への対応 
○ＧＩＧＡスクール構想 ・一人 1 台タブレットの全台更新、利活用促進（教える道具→こどもが使う道具へ） ・FCR全校展開についての計画検討 
            ・デジタルシティズンシップ教育の推進  ・メディアバランス DAYの実施  
○部活動・課外活動改革 ・中学校休日部活動地域連携の推進（～R７）  ・わくわくたいけんルーム（放課後こども教室）での体験プログラムの充実と実施（小学校） 
○こどもと向き合う時間の確保のための働き方改革 ・みよし独自のカリキュラムモデルの活用検討  ・校務の ICT化促進  ・部活動改革  ・教職員相談窓口教員の指名 

共育・協育の推進 ※地域づくりの基盤となる地域学校協働活動の推進のため、他部局との協働体制を強化 
○地域学校協働活動の推進 ・学校運営協議会の開催・運用  ・本部組織づくり（R7 完了） ・学生、地域住民の学校教育活動やわくわくたいけんルームへの参画 
○家庭教育の推進と支援  ・PTA等の団体の活動の整理 ・学校の取組や子育て情報の発信  ・放課後児童クラブ第 3 教室開設準備、わくわくたいけんルームの充実 

・民間フリースクール利用者支援  ・給食無償化  ・障がい児家庭支援  ・子育て相談会、ペアレントトレーニング等の開催検討 

文化・芸術の振興 
○文化・芸術活動による街の活性化 ・国内外で活躍する人材への激励事業  ・市内芸術・文化団体の発表の場の充実（みよし音楽祭の開催等）と活動支援（情報発信強化） 
○生涯学習講座の充実  ・市内の講座開催拠点の充実（拠点施設、学校・地区公民館等の活用）  ・人生１０0 年時代に対応した誰もが楽しめる講座の開設 
○図書館サービスの向上 ・インターネットを活用した図書貸し出しサービス推進  ・電子図書館整備  ・読み聞かせボランティアや学校図書室支援 
○郷土の歴史・文化財・伝統文化の保存と活用 ・企画・特別展示への集客方法検討・実施 ・歴史民俗資料館の再整備、市内文化財活用・保存（特に酒井家、福谷城跡）の検討 

生涯スポーツの推進                        
○行うスポーツの推進 ・誰でも楽しめる「スポーツ教室」の開催 ・総合型地域スポーツクラブ等の運営・活動支援  ・小学生対象カヌー体験やカヌーDe お花見事業の実施   
           ・トップアスリート、高校生・大学生・社会人プレーヤーとの交流や授業への派遣促進 
           ・小中学校スポーツチャレンジ大会の開催  ・わくわく体験ルームのスポーツプログラムの開催 
○見るスポーツ・支えるスポーツの推進 ・世界大会や全国大会に参加する選手激励事業  ・スポーツ団体との連携事業  ・市内スポーツ団体による支援の場を設定 
○スポーツ環境の整備・交流連携の促進 ・「みよしスポーツ祭」「新春マラソン駅伝大会」「地域対抗ソフトボール大会」「小学生スポーツ大会」等の実施 

  ・2026 アジア大会開催準備 ・友好都市等とのスポーツ交流実施 ・施設整備計画を見直し ・姉妹都市等とのスポーツ交流の実施 

ふるさと学習の推進                                      人と人との出会いを生み出す取組の推進 
○小中学校への学習支援                                        ○学校間交流の推進 ・幼保小中連携交流事業 ・異校種交流 
・市内見学支援  ・体験学習、出前授業のプログラム開発と実施  ・市・民間団体イベントへの参加促進           ・FCRを活用した国内外との共同学習 
・副読本「みよし」、市民団体（みよしの自然を守る会、みよし市郷土史研究会等）提供資料の活用促進   ○地域学校協働活動  
・地元産食材、郷土料理活用メニューの提供（学校給食）  ・出前授業・カヌー体験の実施         ・市及び地域イベントへの児童生徒参加促進 

○友好都市等との交流 ・士別市交流事業  ・コロンバス市交流事業  ・広島派遣事業           ・学校支援ボランティアへの住民等の参画 

みよし市は、こども主体の学校教育・未来につながる社会教育を中心に、共育
と も い く

・協育
きょういく

を推進し、 

家庭・地域・学校、教育委員会が一丸となって「みよし教育プラン」の全 97施策の実現を目指します。 
（共育＝家庭・地域・学校が共にこどもを育てることを通して共に育つこと  協育＝家庭・地域・学校が協力してこどもを育てること） 


